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動物福祉と生産衛生を考慮した家畜の積込・積蜂

および家畜の輸送についての指針

押田敏雄*

Guidelines for the loading， unloading and transport of 
animals considering the animal welfare and productive hygiene 

Toshio OSHIDA 
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1.指針策定の狙い

家斎の取扱は畜産物のJ品質や生産性に大きな影響を与
えている O 生産衛生を考えるj二で、も、 i前肉となり JJI:l脊完

了した牛や豚を農場からと畜場に向けて出荷する場合

の、いわば最終段階の取扱の良否が収益に大きな影響を

与えていることは広く主11られている事実であるO しかし

ながら、経験や勘にのみ頼るのではなく、その具体的内

容をマニュアル化し、多くの人が安心・安全に家蕊を取

り扱うことが1:1けとるような指針の策定が求められてきた。

食肉のシミ、フケなどの原 I~I のーっとされている家畜

のストレスは飼養管理、輸送および食肉処理の広範囲に

買って発生しており、ストレスの強度とシミ、フケなど

発生関係も解明されていない。その上に、スタニングや

ステッキングの適正な手法が普及していないことにもあ

るO

(財)日本食肉生産技術開発センターは、日本中央競

馬会特別振興資金助成を受け、平成19~22年度の持Jfl\J

で、 f環境保全等対応型食肉センターシステム調査モデ

ル事業」の一環として「食肉処理rr施設への家音の輸送お

よび食肉処理施設での家畜の取扱におけるストレス軽減

並びに処理手法の改善に関する指針」を策定するため、

学識経験者および家畜処理の工}J.門家などからなる専i勺委

* J#;{li大学獣医学部衛生学第一研究室

神奈川県相般原市中央区i苅野辺1-17-71

]pn. ]. Anim. Hyg. 38， 31 ~36 (2012) 

員会を設け、家??iの輸送技びに食肉処理施設での家畜の

取扱および処理について現地調査を行い、家畜の輸送、

食肉処理施設での取扱および処理の現状と問題点につい

て分析を行い、改善手法についての検討を行った。

また、産業動物の輸送および食肉処組についてのアニ

マルウェルフェアの先進国であるEU諸国について、家

蓄の輸送および食肉処理で実施されている対策とアニマ

ルウェルフェアの規制について現地調査を行い、指針の

策定にあたっての参考とした。

指針は、家畜の積込、干1¥11泳を含めた家畜の輸送並び、に

食肉処理施設での係留、追込み、スタニングおよびス

テッキングに至る過程についての家蔭ストレスのi経減と

処理の改善により、食肉の高I日I質化を達成するための手

引書となるものを目指すが、同時にEU諸国および米国

を始め世界的な広がりを見せている家畜の輸送および食

肉処理に関するアニマルウェルフェアへの対応を図るこ

とも目的とする。

指針の内容は広範閤にわたるので、「積込、輸送、積

降Jと「係官、追込み、と畜」の21IT1に分けて解説する
こととし、今回は主に前者について述べることとする。

II. 専門委員会委員

委員は1111田敏雄(麻布大学獣医学部衛生学第一研究室

教授)を委員長として、入江正和(宮崎大学農学部畜産

草地科学科動物生理生化学分野教授)、中村一次(ミー

トテクノ 1)サーチ代表)、星野利得(群馬県食肉衛生検
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査所所長)、金子時半((株)群潟県食肉卸I'liJ品業務部

長)、 JII原義巳((株)岩手議長E流通センター製造部長、

現・(有)まきばミート代表)、海内栄一(花木工業(株)

代表取締役)、西村敏英(E!本獣医生命科学大学応用生

命科学部食品科学科教授食品機能化学教宗教授)、徳明

秀則(雨九州資産興業側常務取締役)、波逃II[{三(O!J) 

市産環境~i~{ii\j機構 顧問)の10名であったが、徳増委

員、 i度近委員は事業の111:i主で病で急逝された。ここに2

名の委員のご冥揺を祈り、この事業に協力された委員各

位にi架謝致します。

E 指針の構成

指針は「家若干の輪送jと「食肉処翌日施設における家市

の取扱および処~'1U からなっている。これは、家資の輸

送に係るストレスが食肉処~'1lにおける食肉の品質に影特

を与えており、品質の改J与を関るためには家市の輸送に
係るストレスの収減がも~fi_~めて m嬰であることから、輸送

にi勾する家市の取扱を取り上げたO

家市の輸送については輸送計酬の作成)J法、輸送に際

しての家市の選定、積込、税降、輸送1:11の岱=翌日および1愉

送業者が{iiliえるべき要件を取り LげたO

また、食肉処理施設における家市の取扱および処理に

ついては、係官施設への家市の搬入、家若干の洗i1J、係官

j訪の構造、係{'l{Jt)jでの家市の管理およびスタニング施設

への追込みなど、ストレスが発生する工程で、の取扱 ;ìf~ び

に!航路:や残JfILなどの要iよ!とされるスタニング、ステッキ

ングおよび放Ifn の手法の己主器対策についてll~ り i二げた。

さらに、家治ーのストレスの軽減をi文!るためには作業者の

家;市の行動についての知識や思いやりが1低めてm嬰なの
で、家長?の取扱いについてのマネジメントについても取

り上げたO

N. 家畜の輸送

生産j足場から食肉処理施設への家市の輸送は、家市輸

送の専門業者、農協などの !~JI体および生産者により主と

してトラックにより行われる。

輸送は家すiに多大なストレスを5・えることから家市の

輸送に携わる者は、家??iの輸送言1-暫Hをf乍成し、在UJ2、積
I年およびil命送中において家若手にストレスを与えないよう

適正なよm;J1llを行うことが必要である。

1.定義

(1) この指針で取扱う家若手は、午および豚とする O

(2 ) 家畜の輸送の範1mとは、生産農場での家市の詰込

から食肉処理施設での結降までとする O

( 3 ) 輸送業者とは、家市輸送の専門業者、農協など111

f*および生産農家をいう O
( 4) 運転手とは、:運転手および補助員をいう。

2.家畜の輪送にあたって輸送業者が備えるべき基本的

な事項

家市を輸送する運送業者は輸送Jl，¥'の家帝のストレスを

税減するため、家;訟に!到する生flij哉および家志のJfj(故に熟

知!しているとともに、愛情をもって家市を取扱うことが

必要である O

(1) 述!伝子は家市を愛'111Jもって取扱い 'W:i誌をする。
( 2 ) 述送業者の立任者、逆転手は家市に泌する知識

(家;託手の本能、智子t、生玉県生態など)および家治ー

のJfj(扱いに熟知していることが必要である。

(3 ) 運送業者の立任者は、逆転手に対して家誌に関す

る知識、 家三tiの取扱い、 j述!1主佐制!巳必以:主卦il転!
{ωリf{1多およびび、指i導草を行うことが必必、史嬰:でで、ある O

3.輪送計醸の作成

輸送業者は家;市の輸送にあたって輸送1/1のストレスを

経減するため、輸送ルート、輸送開始時II¥J、休憩JA-所、

輸送中のトラブルの対応などについて予め輸送言I-jllijを作

成する。

(1) 家市輸送qIの司HJIli:輸送家市の頭数に迎合した輪
送中:の.iii，fJ/!iをする。

(2 ) 輸送ル…トの設定:輸送ルートについては、段短

l時侍刷11問iH悶i臼jでで、1:日:ヨIJ'I

するi時i待寺剖j間!均5を設定する O
( 3 ) 家市輸送開始時間の設定:食肉処理施設と予め述

絡を lfj(り、食 I~J処玉県施設で、の待機11 ，\'1111が少なくな

るよう輸送開始時H¥Jを設定する。
(4) il翁送11日HJi:-g::延期の輸送はilT能な限り気j誌のIfliい

時間帯を避ける O

(5 ) 休憩場所:輸送r!1の家市のストレスをi[誌がえするた

め、 ー定時HUごとに休憩する O 休憩場所について
は予め場所を選定し、 fi;f封EI光を避けるための木

陰などの#jj所を確保する。

( 6 ) 輸送111の給水、給倒.輸送1，/，1の給水を行うために

装備の準備を行うことが必要である。また、長距

離輸送の場合は給餌の器兵(キツ)を準申告するO

(7) 輸送1/:1の家資の傷害、疾格対策:輸送11:1の家畜の

傷害、疾病など発生したJ揚合の対応、処院予!IIi1を前

もって定めるとともに、その手!llfiについて逆転手

に指示をする。

( 8 ) 緊急Jl，¥'の述給体制!J:交通事J及、渋滞、家畜の逸走

などについての連絡体制を構築する O

(9 ) その他:夏期jの家市の輸送については、積載顕数
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を通常より少なくする。

4.輸送に適した家畜の体諦などの検査

輸送は家畜にとって大きなストレスを与えることであ

り、体調などに問題のある家畜は輸送中に死亡などトラ

ブルが発生する恐れがある。運転手は生産農場の協力を

得て、輸送に適した家畜であることを確認し、輪送に不

適とされる家畜については輸送から除外する O

また、輸送中リスクのある家畜についても確認し、輸

送中監視しやすい場所に配置するなど特別な対応を取る

ことが必要で、ある O

(1) 家畜が健康状態であることを確認する。

(2 ) 輸送に不向きとされる家畜

①病気、怪我、障害があり、弱っている家畜

②助けを借りなければ立てない家畜

( 3) リスクのある家畜は以下の通りであり、輸送中他

の家畜と区分し、監視しやすい場所配し、輸送中

特別な注意を払うことが必要である O

①種豚、母IJ家など大きく太っている家畜(大賞物)

②非常に若いか、年老いている家畜

③興奮しやすく、あるいは攻撃的な家音

④人間とほとんど接触していなかった家畜

⑤両日が見えない家畜

5. 出荷にあたっての生産農家での家畜の取扱

生産農家は家苔を出荷するにあたって洗浄を行い、清

潔な状態で出荷する O 牛の場合輪送中のストレスを軽減

するため、 4KL環に代えて簡易頭絡(モクシ)の装着が望

ましい。

また、輸送車の積込のための集積場への家畜の誘導に

あたっては、できる探りストレスの少ない誘導が必要で

あるO

(1) 出荷前の家斎の洗浄:家畜の洗浄は食肉処理の衛

生管理上の必須事項となっている。特に、牛の鎧

(ヨロイ)は食肉処理施設では洗浄が沼難な場合

が多く、出荷前に洗浄するよう生産農家に協力を

依頼する O

(2 ) 鼻環装着によるストレス:牛は輸送車に繋留され

て運搬されるが、鼻環による繋皆は家畜にストレ

スを与えることから簡易頭絡による繋習が輸送中

のストレス軽減上望ましい。出荷前に鼻環装着

は、牛に過大なストレスを与えることから行って

はならない。

( 3 ) )認の集積場への誘導:集積場に誘導する場合は、

!広の習性を利用し、複数列で誘導する。誘導にあ

たって棒などによる強引な誘導をしてはならない。

6. 家畜の積込

輪送車への積込は、できる限りストレスの少ない積込

作業が必要であるO

(1) 適度の空間と床面構造・家畜を輪送車に積込むた

めの通路、集積場および輸送車への積込み施設は

適正なl闘を要し、床面は滑り止め処理が必要であ

るO

(2 ) 二階建て輸送車への積込:豚を二階構造の輸送車

の二階部分へ積込む場合は、二階にi直接積込める

通路(臨1)を設置する。二階に直接積込める通

路がない場合はエレベーター(リフト:図 2)に

より積込むことが必要である。

( 3) 動物への接触:積込にあたっては、パネル、旗な

どで動物に産接触れないように移動させる O

(4 ) 苦痛を間避した移動:家畜を競ったり、鞭打をし

たり、苦痛を与える手荒な方法で移動をさせては

ならない。特に電気棒の使用は厳に慎むべきであ

る。

(5 ) 積込単位・家畜の積込にあたっては、一部=単位

(一緒lこ錦養されている単位)で積込むことが望

ましい。

7. 家畜の積載基準

車綱あたりの家畜の積載頭数は家畜の種類、荷台の大

きさにより異なるが、ストレスを少なくするためには家

畜あたり一定の闇積を確保することが必要である O

1:1二の輸送にあたっては、立っている牛が他の牛と接触

することなくバランスのとれた姿勢を保てる面積が必要

である o !J家の輸送にあたっての必要面積は拡が楽に械に

なれる広さである。

頭上のスペースは、家畜が上部天井にぶつかることな

く自然な姿勢を保持できる高さが必要である O 午、豚の

一頭あたりの必要面識などは、以下の通りである。

(1) 牛の積載条件:一頭あたり(平均体重600kg)1.60 

ぱ以上の面積が必要で、ある。牛は繋習するが、一

頭ごとシートにより仕切る(図 3) ことが望まし

い。また、緊急事態に備えて、荷台の真中に頑丈

なベルトを付けることが必要である。 10t}]j[の場

合、 12頭以内が自安となる O

( 2) 豚の積載条件:豚一頭あたり(平均体重115kg)

0.76rri以上の面積が必要で、あり、輸送中のストレ

スの減少のため一区部あたり、 12頭以内に区切る

ことが必要である(悶4)。

10t車の場合は、二階建て事柄で8区割に思切られ、

約90頭程度が目安となる。但し、運転席に接する区画は

風通しが悪いなど積載環境が不良なので、他の区画に比
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ベ積載頭数を少なくする。 (4) 食肉処理施設での待機:食肉処理施設で待機する

また、夏期 (28
0

C以上)は、積載頭数を 1割程度減少 場合は、夏期は直射日光を避け涼しい場所に待機

し、積載環境の保持に務めるO 必要に応じて、運送途中 する。また、冬期は寒風が避けられる場所に待機

で暑熱対策として豚に散水を行う。 する。

8.輸送車が構えるべき条件

輸送車は輸送中の家畜のストレスを少なく、安全が確

保できる構造であることが必要である。

(1) 床面構造と工夫・輸送車の床は滑りにくい構造と

し、家畜の負担を少なくするためオガ粉など敷料

を使用する(図5)。

(2 ) 輸送車への積込構造:積込み、積降が安全にス

ムーズに行なえ構造とする(図6)。

(3 ) 荷台の水捌け構造:積梓の終わった車輔の洗浄を

容易にするため荷台は水捌けの良い構造とする

(図7)。

(4) 通風と保温:輸送車の側面にカーテンを有し、夏

場は嵐通しを良くし、冬場は保温ができるよう換

気、温度、混度が簡易的にコントロールできる構

造とする O

(5 ) 照明装置:輸送中の家畜の状況が確認できるよう

荷台に照明装置を設置する。

( 6) 断熱:輸送車は、悪天候から家萄を保護できる構

造とする。特に、荷台の屋根は断熱性資材などに

よる太陽熱対策ができる構造とする(図8)。

(7) 外部からの監視:輸送中の家畜の状況が外部から

監視できる構造とする(国9、図10)。

(8 ) 給水・給鰐:長距離輸送の場合、家畜に水、飼料

を給与できる施設を備えた構造とする(図11)。

(9 ) エレベーター:荷台が二階建て構造となっている

場合は、エレベーターを備えた構造とする。

9.輪送中の管理

輸送にあたっては、急発進などの家畜にストレスを与

える運転はしてはならない。輸送中、運転手は家畜の状

況をチェックし、必要に応じて給水、給餌をする。ま

た、家畜にトラブルが発生した場合は計画書に定められ

た応急、処震をとる他、会社、食肉処理施設に連絡し適切

な指示を仰ぐ。

(1) 穏やかな運転:トラックの急発進、急ハンドル、

急ブレーキは、家畜にストレスを与えることとな

り、緊急、時をl徐き避けなければならない。
( 2 ) 家畜の状況把提:運転手は休息、ごとに家畜の状況

を確認する。

( 3 ) 給水・給餌:輸送中の家畜に必要に応じて水、餌

学1.を給与する。

(5 ) 傷害と事故への対応:家畜に何らかの傷害や事故

が発生した場合は応急処置をとり手当をするとと

もに、運送業者の責任者、出術農場、食肉処理施

設に連絡を取り指示を抑ぐ。

10.家畜の積降

家畜の嶺静は、積込と同様に輸送にあたって最もスト

レスを与える工程であり、無理な穣降などのストレスを

与える行為は避けるべきである O

(1) 積降施設:積降施設は輸送車が十分に駐車できる

スペースがあり、衛生害虫などの飛来が防止でき

るクローズド式が望ましい(鴎12)0

(2 ) 迅速な積降:食肉処理施設到着後できるだけ早く

家畜の積降を行わなければならない。積降の遅延

が避けられない場合は、熱射や寒風から避けられ

る場所で待機することが必要である。

( 3 ) 段差がある場合の対応.輸送車の荷台と係留場の

プラットホームに段差がある場合は、急、勾配とな

らない傾斜板などの設置が必要である。また、家

畜の転落を防ぐための保護用具を付ける事が必要

である(区113)0 

(4 ) 家畜の苦痛を回避した作業:家畜の横降時は、蹴

るなど乱暴に取扱うべきではない。鞭、棒はでき

る限り使用すべきでない。電気棒は特殊な場合を

除いて使用しではならない。

( 5) ニ階建て輸送車からの豚の積降:豚の輸送車で二

階構造となっている場合、二階からの積i浄はエレ

ベーター(リフト)を使用する。輸送車にエレ

ベーターが設置されていない場合、食肉処理施設

がエレベーター(リフト)を設置し豚を積降す(図

14)。急、勾配の滑り台などは多大なストレスを与
え、骨折などの事故につながることから使用はす

べきでない。

11.そのf也
(1) 逸定時の対応:交通事故などにより家膏が逸走し

た場合は、車に警察など関係機関に連絡する。

(2 ) 食肉処理施設への搬入時の車輔の対応:食肉処理

施設への搬入にあたっては、入口に備え付けられ

た洗浄消毒装置で輸送車を洗浄・消毒する。

(3 ) 車輔の洗浄・消毒・家畜を積降した輸送車は、車

輔の洗浄消毒を行う O
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図1 二階建て構造となっている通路 図2 エレベーター搭載輸送車(豚)

図3 シートによる仕切り (牛) 図4 輸送車輔の仕切り (豚)

図5 オガ粉を敷いた輸送車 (上，豚、下.牛)

図6 傾斜を緩くするために設置した

アルミ板製のスロープ(牛)

図7 網目状鋼板の床面の輸送車(豚)
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図8 天井部にヨシズを張って暑熱対策 図9 輸送車の概観 (牛)

図10 11輸送車の概観 (豚) 図11 輸送車の内側に給水 ・給餌設備 (キツ)を装備

図12 クローズド式の積降施設 図13 輸送車からの積降

図14 食肉処理施設に設置されたエレベーター
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